
昨
年
６
月
１
日

の
消
防
法
改
正
に

よ
り
、
全
国
一
律

に
住
宅
用
火
災
警

報
器
な
ど
の
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て

湖
南
広
域
行
政
組

合
火
災
予
防
条
例

で
、
既
存
住
宅
は

平
成

21
年
５
月

31
日
ま
で
に
取

り
付
け
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

近
年
、
全
国
的

に
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
が
急
増
、

そ
の
大
半
が

65

歳
を
超
え
る
高
齢

者
で
、
そ
れ
も
就

寝
中
の
火
災
で
逃
げ
遅
れ
る
ケ
ー
ス

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
重
く
見
て
、
少
し
で
も
住

宅
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を
減
ら
そ
う

と
、
寝
室
な
ど
に
火
災
警
報
器
の
設

置
を
義
務
付
け
る
消
防
法
の
改
正
に

踏
み
切
っ
た
も
の
で
す
。

若
草
地
区
は
開
発
当
初
か
ら
台
所

に
は
火
災
報
知
機
が
設
置
さ
れ
て
い

て
、
滋
賀
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｓ
Ｃ
Ｎ
）
と
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
が
確
保
さ
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
消
防
法
改
正
に

よ
り
台
所
以
外
の
階
段
、
寝
室
に
も

煙
式
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ

け
ら
れ
、
最
低
で
も

一
軒
に
２
個
以
上
の

取
り
付
け
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
ど
ん
な
警

報
器
も
現
在
の
火
災

報
知
シ
ス
テ
ム
に
組

み
込
む
こ
と
は
で
き

ず
、
室
内
に
警
報
を

発
す
る
だ
け
。
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
へ
は
通
報
さ
れ

ま
せ
ん
。

自
治
連
合
会
で
は
西
消
防
署
の
勧

め
に
従
い
、
配
線
工
事
が
不
要
、
取

り
付
け
も
簡
単
で
低
価
格
な
機
種
の

共
同
購
入
が
得
策
と
判
断
。
悪
質
な

訪
問
販
売
等
が
防
止
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
も
考
慮
に
入
れ
、
一
括
購
入
し
て

よ
り
確
実
な
地
域
防
災
に
つ
な
が
る

よ
う
に
と
一
括
共
同
購
入
を
提
案
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
回
の
法
改
正
に
対
応
す
る
の
は

各
家
庭
で
す
。
共
同
購
入
が
望
ま
し

い
か
ど
う
か
、
ま
ず
町
内
会
で
住
民

皆
様
の
意
向
を
伺
う
こ
と
か
ら
始
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ

の
結
果
に
基
づ
い
て
共
同
実
施
す
る

の
が
適
当
か
ど
う
か
判
断
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
消
防
署
員
を
装
っ
た
消
火

器
や
火
災
報
知
器
の
悪
徳
訪
問
販
売

が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
消

防
署
が
そ
の
よ
う
な
販
売
活
動
を
行

う
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て
下
さ
い
。

（
自
治
連
）

自
治
連
は
、
共
同
購
入
す
る
こ
と

に
よ
り
①
安
く
購
入
で
き
る
②
電
池

の
交
換
時
期
が
統
一
で
き
る
③
悪
質

な
訪
問
販
売
等
が
防
止
で
き
る
、
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

警
報
機
に
は
一
般
的
な
ブ
ザ
ー
警

報
型
と
高
級
な
音
声
警
報
型
が
あ
り

ま
す
が
、
通
常
は
ブ
ザ
ー
型
で
い
い

よ
う
で
す
。

機
種
と
し
て
は
、
配
線
工
事
が
不

要
で
、
天
井
や
壁
に
簡
単
に
取
り
付

け
ら
れ
、
電
池
寿
命
も

10
年
近
く

持
つ
比
較
的
低
価
格
の
電
池
式
が
お

奨
め
で
す
。

自
治
連
合
会
で
は
、
共
同
購
入
に

よ
り
単
価
を
安
く
出
来
な
い
か
、
ま

た
検
査
も
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ

ー
ビ
ス
に
付
加
で
き
な
い
か
、
調
べ

て
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
場
の
販
売
価
格
は
、

音
声
警
報
型
は
八
千
九
百
円
程
度
で
、

ブ
ザ
ー
警
報
型
は
一
個
五
千
四
百
円

か
ら
六
千
九
百
円
、
共
同
購
入
で
数

が
ま
と
ま
れ
ば
同
四
千
円
以
下
（
三

千
七
百
円
程
度
で
購
入
可
能
な
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
Ｎ
Ｓ

検
定
マ
ー
ク
付
き
（
日
本
消
防
検
定

協
会
鑑
定
）
で
す
。

取
り
付
け
は
簡
単
。
ビ
ス
止
め
で

両
面
テ
ー
プ
で
も
可
能
で
す
。
作
動

確
認
は
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
な
ど
手

軽
に
出
来
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
取
り
付
け
に
つ
い
て
は
点
検
を

義
務
付
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
総
合
的

な
作
動
点
検
を
業
者
に
委
託
す
る
と

年
間
千
円
の
経
費
を
必
要
と
す
る
こ

と
も
分
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
自
治
連
は
共
同

購
入
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
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◇第３回（６月６日）

▽夏まつり実行委員会の方針

今回から午前中のイベントを

中止。第10回記念として「盆

踊り」を盛大に。また仮装や

パフォーマンス、町内対抗。

今年のテーマは「育てよう・

心のふるさと・志津みなみ」

▽夏の一斉清掃

７月１日午前7:30～8:15機械

作業。8:30～10:00 参加者に

よる清掃作業。

▽平成19年度「市長とトークin

志津南」の開催。

６月17(日)13:00～15:00志津

南市民センターで開催。

テーマは①「若草地区地区計

画」スタートから１年②安全

な町づくりへ、歩道の凹凸解

消や児童の安全確保のため通

学時間帯の団地内通り抜け禁

止措置など。

▽自治連視察研修

わんぱくプラザとの共催で６

月30日に①きっづ科学館ふぉ

とん②積水ハウス総合住宅研

究所納得工房見学。

自治連は一括共同購入を検討

自治連会議録 法改正で火災警報器義務付け

一
括
購
入
の
理
由



草
津
市
は
今
年
度
、
市
民
と
福
祉

団
体
が
協
力
「
み
ん
な
で
育
む
地
域

福
祉
・
人
に
や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち
」

と
い
う
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
「
み
ん
な

で
支
え
る
福
祉
の
志
津
南
」
を
目
指

し
て
「
福
祉
の
土
壌
づ
く
り
」
「
活

動
の
担
い
手
づ
く
り
」
「
個
別
援
助

活
動
の
充
実
」
の
３
つ
を
重
点
課
題

と
し
て
、
自
治
連
、
各
種
諸
団
体
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
行
く
考
え
で

す
。
「
み
ん
な
で
支
え
る
福
祉
の
志

津
南
」
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
住
民
の
福
祉
意
識
醸
成
と
活
動
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

昨
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
、
民
生
・

児
童
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な

ど
各
種
団
体
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
誰
も
が
「
優
し
い
と
感
じ
る
町
」

を
築
き
上
げ
る
た
め
の
基
礎
づ
く
り

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
住
民
の
皆
さ
ん
に
地
域
福
祉
を

進
め
る
こ
と
は
重
要
だ
と
理
解
し
、

活
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
各
町
福
祉
部
長
さ
ん
と
班

長
さ
ん
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
福

祉
担
当
協
力
員
と
し
て
住
民
と
の
接

点
を
よ
り
強
固
に
し
活
動
を
支
援
し

て
い
た
だ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
社
協
は
地
域
福
祉
の
推
進
組
織

と
し
て
、
数
年
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
度
も
引
き
続
き
こ
れ
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
重
視
し
て
行
き
ま
す
。

従
来
の
環
境
美
化
（
社
会
奉
仕
）
、

交
通
安
全
、
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
３

つ
に
加
え
、
昨
年
度
か
ら
取
り
組
み

高
齢
者
世
帯
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る

樹
木
剪
定
の
「
緑
の
手
入
れ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
を
さ
ら
に
充
実
し
て
行
き

ま
す
。

こ
れ
ら
活
動
は
「
地
域
の
住
民
が

支
え
助
け
合
う
風
土
づ
く
り
」
の
生

き
た
例
と
し
て
今
後
も
拡
充
し
て
い

く
方
針
で
す
。
ま
た
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
福
祉
懇
談
会
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
開
催
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
と
も
に
考
え
解
決
す
る
場
と
し
て

活
用
し
て
い
く
考
え
で
す
。

平
成
19
年
度
の
主
な
事
業

▽
福
祉
の
土
壌
づ
く
り

福
祉
講
座
、
福
祉
懇
談
会
な
ど
の

開
催
と
広
報
誌
の
発
行
。

▽
活
動
の
担
い
手
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
充
実
と
各
町

福
祉
協
力
員
の
育
成
。

▽
個
別
援
助
活
動
の
推
進

・
高
齢
者
ほ
の
ぼ
の
サ
ー
ク
ル
活

動
の
活
発
化

・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動

高
齢
者
の
仲
間
作
り
・
生
き
甲

斐
づ
く
り
の
支
援

・
子
育
て
支
援
活
動

育
児
に
関
す
る
保
護
者
の
集
い

な
ど
。

・
高
齢
者
健
康
維
持
活
動

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ

大
会

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
活
動

環
境
美
化
（
社
会
奉
仕
）
、
交
通

安
全
、
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
緑
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
継
続

▽
敬
老
会

▽
平
和
記
念
講
演
会

平
成
19
年
度
役
員

会

長

上
田

恒
章

副
会
長

藤
田

征
宏

同

林

茂

会

計

村
井
由
美
子

事
務
局
長

和
田

基

福
祉
部
会
長

藤
田

清
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
長

小
牧

義
彦
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志
津
南
小
学
校
は
５
月
23
日
、

草
津
署
な
ど
の
協
力
を
得
て
交
通

安
全
教
室
＝
写
真
＝
を
実
施
し
ま

し
た
。

指
導
は
草
津
署
員
、
市
都
市
計

画
課
職
員
を
講
師
に
、
運
動
場
に

設
け
た
模
擬
交
差
点
で
行
わ
れ
、

歩
行
者
と
し
て
の
正
し
い
横
断
歩

道
の
渡
り
方
や
ダ
ミ
ー
を
使
っ
た

交
通
事
故
の
実
演
、
自
転
車
の
正

し
い
乗
り
方
と
走
行
時
の
交
通
ル
ー

ル
な
ど
を
実
地
に
学
び
ま
し
た
。

ま
た
教
室
で
は
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
を
目
的
に
、
自
分
や

他
の
人
の
安
全
を
守
る
こ
と
の
大

切
さ
、
危
険
を
予
測
す
る
こ
と
で

危
険
を
回
避
出
来
る
こ
と
な
ど
の

指
導
を
受
け
ま
し
た
。

保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確

保
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
で
の
子

ど
も
た
ち
の
生
活
に
つ
き
ま
し
て

も
、
遠
慮
な
く
声
か
け
を
し
た
り
、

時
に
は
叱
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
志
津
南
小
校
長

馬
場

豊
）

社
協
が
19
年
度
計
画
決
め
る

福
祉
の
土
壌
作
り
な
ど
柱
に

公民館で開かれた19年度総会

19年度総会

南
小
で
交
通
安
全
教
室

歳入の部 決算金額

繰 越 金 162,540

会 費 450,500

草 津 市 社 協 補 助 金 1,057,270

自 治 連 助 成 金 150,000

雑 収 入 199,185

合計 2,019,495

歳出の部 決算金額

市 社 協 分 担 金 135,150

草津市社協補助金事業 1,061,646

高齢者仲間づくり事業 30,000

高齢者健康維持事業 50,000

子どもと高齢者の
ふ れ あ い 事 業

80,000

子 育 て 支 援 事 業 85,000

備 品 ほ か 20,660

自 治 連 合 会 助 成 金 112,962

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 60,770

予 備 費 110,586

合計 1,746,774

次期繰越金 272,721

平成18年度収支決算報告

志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
５
月
13
日
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

で
平
成
19
年
度
総
会
を
開
き
、
平
成
18
年
度
に
引
き
続
き
「
福
祉
の
土

壌
づ
く
り
」
「
福
祉
の
担
い
手
づ
く
り
」
「
個
別
援
助
活
動
」
を
柱
に

活
動
し
て
い
く
こ
と
を
決
め
る
と
と
も
に
、
新
執
行
部
を
選
出
し
ま
し

た
。
事
業
計
画
骨
子
、
新
役
員
は
別
項
の
通
り
。



「
高
齢
者
ほ
の
ぼ
の
サ
ー
ク
ル
支

援
事
業
」
の
バ
ス
ツ
ア
ー
が
５
月

18
日
、
実
施
さ
れ
風
光
る
北
近
江

を
満
喫
し
ま
し
た
。

快
晴
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、

34

人
の
参
加
者
の
さ
わ
や
か
な
笑
顔
を

乗
せ
て
午
前
９
時
半
に
市
民
セ
ン
タ
ー

を
出
発
し
ま
し
た
。今

回
は
北
近
江
の

地
に
育
ま
れ
た
県
の

選
択
無
形
民
俗
文
化

財
「
人
形
浄
瑠
璃
冨

田
人
形
の
館
」
を
訪

ね
ま
し
た
。

万
緑
の
窓
外
は
田

植
え
を
終
え
、
水
を

満
々
と
た
た
え
た
田

園
風
景
が
続
き
、
そ

う
こ
う
す
る
う
ち
バ

ス
は
秀
峰
伊
吹
山
を

近
く
眺
め
る
北
近
江

リ
ゾ
ー
ト
に
到
着
。

広
い
敷
地
内
の
お
洒
落
な
レ
ス
ト
ラ

ン
で
昼
食
を
と
っ
た
あ
と
、
エ
ジ
プ

ト
館
へ
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
の
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
出
迎
え

を
受
け
館
内
を
見
学
、
エ
ジ
プ
ト
文

明
の
一
端
に
触
れ
ま
し
た
。

次
い
で
今
回
の
目
的
地
で
あ
る
冨

田
人
形
館
へ
向
か
い
ま
し
た
。
ど
こ

か
昔
懐
か
し
い
芝
居
小
屋
風
の
館
内

に
は
義
太
夫
の
語
り
と
三
味
線
の
音

色
。
ま
ず
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の

は
牛
若
丸
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の

山
内
一
豊
夫
婦
、
母
を
尋
ね
歩
く
巡

礼
の
お
鶴
な
ど
の
人
形
た
ち
。

冨
田
人
形
共
遊
団
の
阿
部
団
長
か

ら
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
説
明
を
受
け

た
あ
と
太
夫
さ
ん
の
語
り
、
三
味
線

に
合
わ
せ
有
名
な
「
八
百
屋
お
七
」

の
一
部
を
演
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

当
地
の
人
形
浄
瑠
璃
の
歴
史
は
古

く
天
保
年
間
に
遡
り
、
近
年
は
ミ
シ

ガ
ン
州
の
学
生
と
の
交
流
も
深
く
伝

統
芸
能
を
通
し
友
好
の
輪
を
広
げ
て

い
る
そ
う
で
す
。

一
行
は
間
近
に
見
る
細
か
い
人
形

の
動
き
に
感
心
し
な
が
ら
真
剣
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
貴
重
な
無
形
民

俗
文
化
財
に
触
れ
た
参
加
者
は
長
時

間
の
バ
ス
に
も
元
気
で
、
午
後
４
時

半
市
民
セ
ン
タ
ー
に
帰
り
ま
し
た
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
泉
）

市
長
が
地
域
の
市
民
セ
ン
タ
ー

（
公
民
館
）
で
対
話
す
る
「
市
長
の

お
出
か
け
ト
ー
ク
」
が
６
月

27
日

午
前
９
時

30
分
か
ら
２
時
間
、
志

津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
す
。

地
域
の
活
動
や
話
題
、
市
政
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
テ
ー
マ
は
自
由
で

す
。
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
、
希

望
者
は
開
催
日
の
７
日
前
ま
で
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
内
容
を
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
広
報
秘
書
課

（
電
話
５
６
１
―
２
３
２
７
、
フ
ァ

ク
ス
５
６
１
―
２
４
８
３
）
ま
で
。

一
般
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
ハ
ー

ブ
で
す
。
ハ
ッ
カ
と
い
え
ば
皆
さ
ん

ご
存
知
で
し
ょ
う
。
楕
円
形
か
卵
型

の
葉
を
持
ち
、
藤
色
か
ら
薄
紫
黄
色

の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
シ
ソ
科
の
植

物
で
、
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
地
中
海
地
方
原
産
の
植
物
で

す
。ミ

ン
ト
に
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ギ

リ
シ
ャ
神
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
冥
府
の
王
ハ
ー
デ
ー
ス
は

ミ
ン
タ
ー
に
強
く
惹
か
れ
ま
し
た
。

ハ
ー
デ
ー
ス
の
妃
で
嫉
妬
深
い
ペ
ル

セ
ポ
ネ
ー
は
ミ
ン
タ
ー
を
追
い
か
け
、

荒
々
し
く
踏
み
に
じ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
王
は
ミ
ン
タ
ー
を
か

わ
い
ら
し
い
薬
草
に
変
え
て
や
っ
た

と
い
う
の
で
す
。

ミ
ン
ト
は

30
種
類
は
あ
り
ま
す

が
、
交
雑
種
も
多
く
、
主
命
の
特
定

が
難
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
は
根
茎
で
繁
殖
し
ま
す
。

ミ
ン
ト
の
香
り
に
は
頭
を
す
っ
き

り
さ
せ
、
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
く
れ
ま
す
し
、
車
の
運
転
中
に
香

る
と
眠
気
を
拭
い
去
っ
て
く
れ
ま
す
。

梅
雨
の
時
期
な
ど
気
分
が
憂
鬱
に

な
っ
た
時
は
、
玄
関
や
お
部
屋
に
飾

る
と
爽
快
な
香
り
が
漂
い
ま
す
。
夏

の
暑
い
時
期
に
ハ
ー
ブ
テ
ィ
と
し
て

利
用
す
る
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

（
鳥
山

博
乃
）
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□6月16日（土）
☆若寿会：健康ウォーキング
8:45 若草中央公園集合

□6月23日（土）
☆若寿会：社会奉仕
8:45 若草中央公園集合

□6月24日（日）
☆第３回琵琶湖一周ウォー
キング「近江高島～ 」
7:40 JR南草津駅改札口

□6月26日（火）
★地域サロン
「懐メロを歌う会」
10:00～11:30

□6月27日（水）
★やすらぎ学級「マジックと
七夕飾り」 13:30～17:00

□6月30日（土）
★わんぱくプラザ南っ子
（館外）8:30～16:00

□7月1日（日）
☆一斉清掃日 8：30～10:00

□7月4日（水）
★教養文化講座「古今東西①」
9:00～12:00

□7月6日（金）
★定例健康相談
10:00～12:00
市健康づくり支援課

★ふれあい昼食会
12:00～13:00
ボランティア泉

□7月7日（土）
☆若寿会
健康ウォーキング
8:45 若草中央公園集合

□7月10日（火）
★地域サロン
「懐メロを歌う会」
10:00～11:30

□7月11日（水）
★教養文化講座
「ENJOY MY LIFE」
フラを始めよう①

13:00～15:00
□7月13日（金）
★ファミサポキャラバン隊
10:00～12:00
材料費：1組300円
予約不要

□7月14日（土）
★教養文化講座
「ENJOY MY LIFE」
フラを始めよう②

10:00～12:00
★廃食油の回収

10:00～12:00
□7月15日（日）
★囲碁ボール大会
9:00～11：30
社会福祉協議会

★印の会場は志津南市民センター
（公民館）です。

ミ
ン
ト

風
光
る
北
近
江
へ
バ
ス
の
旅

冨
田
人
形
な
ど
を
楽
し
む

ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
も
登
場

「人形浄瑠璃冨田人形の館」前で

市
長
の
お
で
か
け
ト
ー
ク



フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
（
平
和
堂
）

の
か
が
や
き
通
り
を
隔
て
た
斜
め
向

か
い
に
炎
炎
（
た
ん
た
ん
）
と
い
う

店
が
あ
る
。
こ
の
界
隈
に
は
珍
し
い

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料
理
の
店
だ
。

「
丁
寧
、
親
切
、
気
配
り
」
を
徹

底
し
た
も
て
な
し
の
よ
さ
を

ウ
リ
の
一
つ
に
し
て
い
る
。

こ
の
種
の
店
は
数
あ
る
が
、

客
の
好
み
も
あ
り
「
軟
ら
か

く
ク
セ
の
な
い
ラ
ム
（
子
羊

の
肉
）
が
中
心
」
と
店
長
の

奥
村
龍
自
さ
ん
（

25
）
は

言
う
。
そ
ん
な
中
で
本
筋
の

マ
ト
ン
に
こ
だ
わ
り
続
け
て

い
る
。
北
海
道
か
ら
取
り
寄

せ
た
塊
り
を
さ
ば
く
の
だ
が

技
術
と
手
間
を
要
す
る
そ
う
だ
。

店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
昨
年
４

月
、
そ
の
年
の

12
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
し
た
。
実
は
こ
の
店
、
住
宅
販
売

の
ア
ウ
ル
社
の
フ
ー
ド
事
業
部
門
の

１
号
店
な
の
だ
。
店
の
入
り
口
に
フ

ク
ロ
ウ
（
ア
ウ
ル
）
の
飾
り
が
そ
れ

と
な
く
社
名
を
示
し
て
い
る
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
メ
ニ
ュ
ー
は
マ

ト
ン
か
ラ
ム
の
鉄
板
焼
き
、
マ
ト
ン

の
ハ
ン
バ
ー
グ
が
メ
ー
ン
の
レ
デ
ィ
ー

ス
ラ
ン
チ
（
キ
ノ
コ
の
デ
ミ
グ
ラ
ス

ソ
ー
ス
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
マ
ス
タ
ー
ド
、

大
根
お
ろ
し
の
ポ
ン
酢
か
ら
選
ぶ
）
。

い
ず
れ
も
八
百
五
十
円
。
カ
ツ
を
加

え
た
ス
タ
ミ
ナ
ラ
ン
チ
（
九
百
五
十

円
）
も
。
小
鉢
、
麦
ご
は
ん
（
お
代

わ
り
可
）
、
味
噌
汁
が
つ
く
。
こ
の

ほ
か
、
マ
ト
ン
の
香
草
パ
ン
粉
焼
き
、

カ
ツ
丼
、
カ
ツ
ラ
ン
チ
（
各
八
百
円
）

も
あ
る
。

デ
ィ
ナ
ー
は
炭
火
で
焼
く
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
セ
ッ
ト
（
千
二
百
円
）
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
セ
ッ
ト
（
３
〜
４
人
前
、
三

千
五
百
円
）
、
ぜ
い
た
く
ペ
ア
セ
ッ

ト
（
２
人
前
、
二
千
八
百
円
）
の
セ
ッ

ト
も
の
の
ほ
か
、
マ
ト
ン
の
餃
子
、

ラ
ム
チ
ョ
ッ
プ
な
ど
三
百
〜
八
百
円

の
一
品
も
の
も
。

羊
と
聞
く
と
「
脂
っ
こ
い
」
と
い

う
先
入
観
が
あ
る
が
「
羊
の
脂
肪
分

は
体
内
に
吸
収
さ
れ
ず

排
出
さ
れ
る
特
性
が
あ

り
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
お

腹
が
す
い
た
時
に
食
べ

て
も
大
丈
夫
」
（
奥
村

店
長
）
だ
そ
う
だ
。

「
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料

理
は
ヘ
ル
シ
ー
だ
と
い

う
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も

ど
ん
ど
ん
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
」
。

奥
村
さ
ん
の
言
葉
に
熱
が
こ
も
る
。

○
…
メ
モ
…
○

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）

が
平
成

19
年
度
の
教
養
文
化
講
座

「
古
今
東
西
」
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。

本
講
座
は
私
た
ち
の
暮
ら
す
「
滋

賀
」
を
中
心
に
、
歴
史
・
伝
統
文
化
・

伝
統
芸
能
に
触
れ
る
講
座
で
、
昨
年

の
ス
タ
ー
ト
以
来
、
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

今
年
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
は
「
興

味
津
々
！
」
。
意
外
と
知
ら
れ
て
い

な
い
身
近
な
歴
史
や
文
化
を
興
味
津
々
、

好
奇
心
い
っ
ぱ
い
に
探
し
に
行
き
ま

せ
ん
か
？
５
回
連
続
講
座
で
、
開
催

日
と
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

第
１
回

７
月
４
日
（
水
）

９
時
〜

12
時

【
渋
川
津
々
】
渋
川
提
灯
工
房
と

渋
川
福
複
セ
ン
タ
ー
の
見
学

第
２
回

９
月
５
日
（
水
）

９
時
〜

15
時

【
愛
知
川
津
々
】
酒
蔵
見
学
と
そ

の
周
辺
を
め
ぐ
る
旅

第
３
回

10
月
３
日
（
水
）

９
時
〜

12
時

【
大
津
津
々
】
曳
山
展
示
館
と
そ

の
周
辺
を
め
ぐ
る
旅

第
４
回

11
月
７
日
（
水
）

10
時
〜

12
時

【
興
味
津
々
】
文
化
財
の
楽
し
み

方
極
め
方
講
座
（
志
津
南
市
民

セ
ン
タ
ー
で
の
講
義
）

第
５
回

２
月
20
日
（
水
）

９
時
〜

15
時

【
五
個
荘
津
々
】
伝
統
の
雛
人
形

め
ぐ
り

各
回
と
も
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

（
公
民
館
）
に
集
合
。
入
館
料
・
交

通
費
等
は
実
費
負
担
。

希
望
者
は
受
講
料
１
５
０
０
円
を

添
え
て
６
月

25
日
ま
で
に
市
民
セ

ン
タ
ー
（
公
民
館
）
ま
で
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。

前
号
の
「
ひ
ろ
ば
」

記
事
中
、
「
志
津
南

地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
竹
林
を
整

備
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
青
山
・
松

が
丘
地
区
の
森
林
ク
ラ
ブ
が
整
備
し

た
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

第46号 わが町「志津南」ＮＥＷＳ 平成19年6月15日 ( 4 )

寒
い
季
節
も
よ
う
や
く
終
わ
り

を
告
げ
、
過
ご
し
易
い
季
節
が
到

来
し
て
き
ま
し
た
今
日
こ
の
頃
で

す
。
冬
の
寒
い
季
節
は
家
の
中
に

こ
も
り
が
ち
に
な
り
運
動
不
足
状

態
に
な
り
が
ち
で
す
。
皆
様
こ
れ

か

ら

の

季

節

に

運

動

不

足

を

解

消
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

辛
い
運
動
で
は
な
く
手
軽
に
誰
で

も
お
金
の
か
か
ら
な
い
運
動
不
足

解
消
方
法
そ
れ
が
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ

で
す
。

若
草
周
辺
に
は
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ

に
適
し
た
安
全
な
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ

コ
―
ス
が
何
本
か
あ
り
ま
す
。
若

草
か
ら
南
草
津
駅
方
面
、
若
草
か

ら
滋
賀
医
大
方
面
、
若
草
か
ら
桐

生
方
面
と
沢
山
の
コ

ー
ス
が
楽
し

め
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
各
町
の
様
子
、

季
節
の
移
り
替
わ
り
な
ど
色
々
な

事
柄
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
体
力
向

上
、
運
動
不
足
解
消
、
ス
ト
レ
ス

発
散
肥
満
解
消
な
ど
、
こ
の
機
会

に
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
始
め
ら
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は

20
分
間
休

憩
し
な
い

で
続
け
て
く
だ
さ
い
。
汗
が
肌
か

ら
少
し
に
じ
み
で
る
ま
で
、
そ
う

す
れ
ば
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
続
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
体
力
向
上
、
肥

満
に
よ
る
成
人
病
予
防
等
ウ
ォ

ー

キ
ン
グ
効
果
は
必
ず
出
て
き
ま
す
。

さ
あ

ー
運
動
靴
に
履
き
替
え
て

レ
ッ
ツ
ゴ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

（
五
丁
目

歩
き
屋
）

羊肉はヘルシー

ジンギスカン

場
所

草
津
市
追
分
町
１
２
４
５

席
数

テ
ー
ブ
ル
席
（
20
）
、
個

室
（
８
）
、
宴
会
席
（
20
）

営
業

昼
・
前
11
時
30
分
〜
後
２

時夜
・
後
５
時
〜
同
11
時

電
話

５
１
６
―
２
２
７
７

定
休

毎
週
火
曜
日

駐
車

21
台

レ
ッ
ツ
・
ウ
ォ
ー
ク

「
古
今
東
西
」

受
講
生
募
集

訂
正


